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自己紹介

⚫市川学（芝浦工業大学）

◼ 略歴
▶ 2009年 東京工業大学 助教

▶ 2015年 国立保健医療科学院 主任研究官

▶ 2018年 芝浦工業大学 准教授

◼ 専門

▶ 社会システム・社会シミュレーション

▶ システム工学

▶ データサイエンス・人工知能

◼ 対象

▶ 都市計画、防災、災害対応

▶ 医療シミュレーション

▶ 救急搬送最適化

▶ ゲーミング（机上演習)

⚫研究テーマ

◼ オールハザード対応 被災地 保健医療福祉需要の算出システム

◼ 地域医療構想実現に向けたデータ分析とシミュレーション評価

◼ 救急搬送の最適化シミュレーション

◼ 地域包括ケアシステムのシミュレーション評価など
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災害時保健・医療・福祉分野におけるデータサイエンティスト
DMAT・DHEAT・DPAT・DWAT・JDA-DAT・日赤・厚労省のHUB

ホームページ
https://www.ds.se.shibaura-it.ac.jp
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目標：情報を軸とした「オール保健医療福祉」運用体制の確立
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オール保健医療福祉に防災危機管理情報を届け、
かつ保健医療福祉の情報は共有するとともに

支援活動に必要となる情報共有とコミュニケーション環境を構築

情報の共有

コミュニケーションの充実

• D24H Dashboard

• D24H Survey

• D24H Analyzer

• D24H API

• D24H Cloud

• D24H KANBAN

• D24H Chat など
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D24H Apps

⚫現場からの声（D24H登場前）
◼ 「災害情報をどこから取ったらいいのか？」
◼ 「医療の情報が見られない（権限がないため）」
◼ 「他の領域はどうなっているのか？」
◼ 「アナログをデジタルにするのは大変」
◼ 「タスク管理やファイル管理もできたら」など

⚫ D24Hによる解
◼ 情報の集約

▶ SIP4Dから災害情報の取得

▶ 保健医療福祉の各システムからの情報取得

◼ 情報の分析
▶ 支援活動に応じた情報分析・加工結果の提示

▶ AIを活用した最適解の提示など

◼ 情報の共有
▶ 地図による共有（情報のマッピング化）

▶ Dashboardによる共有（集計値の把握）

▶ ファイル共有（表計算形式）

◼ コミュニケーションの充実
▶ タスク管理と共有

▶ チャットによるコミュニケーションなど
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D24HがつなぐALL JAPAN保健医療福祉活動支援システム
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D24H Dashboards
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メイン（概要）Dashboard 医療 Dashboard

保健 Dashboard 福祉 Dashboard

現場へのヒアリングをもとに活動内容に合わせた情報表示
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D24H Kanban/Chat/Cloud

⚫ D24H Kanban
◼ 組織間タスク共有

◼ ToDoリストの管理
▶ 例：To 保健所

Task：本部設置後の設置
完了連絡をしてください

◼ APIを通じた情報入力
▶ 例：停電情報更新時に

「停電情報確認」の
タスク新規作成

◼ オリジナル App

⚫ D24H Cloud
◼ ファイル共有

▶ 例：避難所リストの
共有／会議資料の共
有など

◼ アドレス帳
▶ 各支援チームの連絡

先など

◼ スケジュール

◼ NextCloudベース
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⚫ D24H Chat

◼ 組織間でのチャット
▶ 意見交換、情報共有

▶ タスクに乗らないもの
を組織間で共有したい

▶ 行政でのチャット利用
の普及も

◼ Rocket Chat ベース

⚫ D24H Communication Tools

◼ D24Hに行政機関が含まれるため、コミュニケー
ションツールやファイル共有ツールを自前で準備
する必要があった

◼ オープンソースのツールをベースにしつつ、
シングルサインオンで各種ツールを行き来できる
ように設計＆実装

◼ D24H Managerにてユーザアカウントは管理

現場の声に応え、運用面を支えるコミュニケーションツール群
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D24H API/SSO(SAML)

⚫ D24H API

◼ WEB画面上でAPI設定（RESTの設定）

◼ 返せるものは

▶ WEBリンク（ファイルやWebページ）

▶ プログラムの実行＆結果

◆Sample.pyを実行して、その結果を返すことも可能

◼ ユーザ管理

▶ ユーザに応じてAPIを自由に設定可能
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⚫ D24H SSO

◼ WEB画面上でユーザ管理

◼ D24H AppsへのSSOを実現

◼ CSVファイルでのユーザ登録も可能

D24H Appsのほとんどの機能をWeb上で設定・変更できるように設計

全国の都道府県 保健医療福祉調整本部にアカウント発行済
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D24H Manager／Survey

⚫ D24H Manager

◼ D24Hの災害管理（災害名と災害コード）

◼ 災害発生時の初期設定管理

▶ 被災地設定

▶ 支援チームのグループ作成

▶ D24H Kanban/Chat/Cloudの自動準備

▶ 自動プログラムの起動など

⚫ D24H Survey

◼ 被災地の簡易調査ツール

◼ 調査項目をTSVファイルで作成

◼ 複数調査票を１つの対象について設定可能

◼ Webの入力ツールが自動生成

◼ Web画面での調査結果表示など
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D24H Simulator/Analyzer

⚫ D24H Simulator

◼ 擬似的なライフライン被害の作成

▶ 入力：震度分布、浸水想定域

▶ 出力：停電、断水、ガス不通、通信途絶

▶ 活用：医療機関や避難所、福祉施設の擬似被害

◼ 避難者の行動シミュレーション

▶ アンケートに基づく避難者行動モデル

▶ 入力：震度分布とライフライン被害

▶ 出力：５次メッシュごとの避難者数
（性別、年齢コホート、家族構成あり）

▶ 活用：避難所ごとの避難者推計、
実災害時の実データを用いた推計補正（データ同化）

⚫ D24H Analyzer（サービス化済）

◼ 最適巡回計画をとく

◼ 入力：巡回地距離マトリクス、巡回時間など

◼ 出力：最適ルート、最適巡回チーム数

◼ その他：汎用ライブラリなので距離マトリクスを
与えれば何にでも巡回計画に使える

◼ 途絶状況を加味した迂回経路も可能
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巡回計画ライブラリとして独立化（javaプログラム）
• 施設間距離マトリクス
• 巡回時間制約
• 施設の訪問時間帯制約

• 最適巡回順
• 最適巡回チーム数
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D24H Surveyの活用

⚫くものいと（保健所の緊急時情報入力）

◼ 災害発生直後、保健所の状況を知らせるための
システム
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令和4年10月26日に全国説明会実施
47都道府県は利用可能
今後、保健所へアカウント配布



SIP-NR1

D24H Surveyの活用

⚫日赤の支部及び医療機関情報入力

◼ 日赤支部（48）と施設（92）の発生直後の
情報入力
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• 救護体制
• 支部職員参集状況
• 電力供給状況
• 通信状況
• 連絡手段
• 連絡先

名古屋日赤第二病院内日赤本社内
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D24H Surveyの活用

⚫薬局の開設状況への転用
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実験中
大阪府との協議（令和4年11月）
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D24H Edu E-Learning教材

⚫災害時の情報共有システムは、実災害時で初めて使うのではなく、
研修時や訓練時から使用しておくことが重要

⚫研修や訓練の参加者がシステムについて事前に学習できるようにE-Learning教材を作成

◼ DHEAT研修基礎編（保健分野）においてD24H のE-Learning教材を活用中（社会実装）

⚫主な教材内容（配布資料＋動画資料）
◼ D24H Now及びDashboardの使い方

◼ D24H Surveyからの情報取得

◼ D24H Surveyへの情報送信 など
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先進シミュレーションを用いた次世代型災害訓練環境（地震・水害）
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house1

Type ID : 70
company1

school23

hospital 8
Type ID : 30 
company33

住 居 ,  事 業 所 , 教 育 機 関 , 医 療 機 関 を⽣成

1Kmメッシュ

都市構造の再現

⼈⼝、家族構成の再現

house1

person123 person124

夫婦2⼈世帯

S p o t  属 性  

H o u s e  I D :  h o s e 1
L o n g i t u d e :  2 7 . 0 4 8 5 3 7  
L a t i t u d e :  1 2 8 . 4 1 4 8 3 5

Agent 属 性  

個 ⼈ I D  :  p e r s o n 1 2 3  
世 帯 I D  :  h o u s e 1  

年 齢 :  2 8
性 別 : ⼥
世 帯 内 役 割 :妻・ ⼥ 親  

産 業 分 類 :  教育・学習⽀援

⼈々の⽣活の再現

平⽇ 休⽇

国⺠⽣活時間調査*を使⽤し
職業、年齢、性別より100パターン
のスケジュールを作成

国⼟数値情報、経済センサスを⽤い
1km毎で都市を再現

模擬個票*を⽤いて国勢調査と同様
な⼈⼝と家族構成を再現し、
性別や職業などの属性を付与

確率的に⾏う⽇常的な⾏動を実装

D2Jプラットフォーム
（仮想⽇本モデル）

固定の勤務先メッシュ

寄り道Spot

出勤

帰宅

寄り道 外出

帰宅

寄 り 道 外 出

ランダムなお出かけ先メッシュ

社会課題・問題
（シミュレーション対象）

感 染 症 災 害 避 難

ベ ー シ ッ ク
イ ン カ ム 社 会 保 障

⼈⼝3800万⼈まで
シミュレーション可能

D2J（デジタルツインジャパン）
ー仮想日本シミュレーター

1億2千万人が動くシミュレータ
（世界で唯一の技術本研究開発アプローチで）

感染ダイナミクス
（Covid-19）

• 避難⾏動フローチャート

l 道路の被災状況

l 避難所の収容⼈数 等

• 「避難の有無」判定の構造

発災時の居場所 余震の継続 住宅被害の程度 インフラの停止 負傷程度 近隣住民の避難 避 難 の 有 無

屋内 なし 倒壊の可能性あり 水道 軽傷 あり あ り

職場/学校 あり 一部損壊 電気 軽傷 あり な し

屋内 あり 半壊 電気 重症 あり あ り

自宅 あり 倒壊の可能性あり 電気 重症 あり あ り

職場/学校 なし 半壊 通信 重症 あり な し

屋外 あり 半壊 水道 軽傷 なし あ り

屋内 あり 一部損壊 ガス 軽傷 なし な し

自宅 なし 一部損壊 通信 重症 なし な し

職場/学校 あり 倒壊の可能性あり ガス 重症 なし な し

職場/学校 なし 半壊 ガス 軽傷 あり な し

自宅 あり 倒壊の可能性あり 水道 軽傷 あり あ り

屋外 あり 一部損壊 通信 軽傷 あり あ り

屋外 あり 半壊 ガス 重症 あり な し

屋内 なし 一部損壊 水道 重症 あり あ り

自宅 なし 半壊 電気 軽傷 なし な し

屋内 あり 倒壊の可能性あり 通信 軽傷 なし な し

屋外 なし 倒壊の可能性あり 電気 重症 なし あ り

職場/学校 あり 半壊 水道 重症 なし な し

パターン表（全パターン所持）

被災者の属性, 状況からパターン表に検索をかけ「避難の有無」を判定

性別

年齢

居住地

出退勤
時間

職種

勤務先

発災時・置かれている状況に応じた

避難⾏動をシミュレーション

災害シミュレータ
（SIP4D）からの災害情報

被災者の避難行動意思決定
（事前アンケートベース）

訓練における動的擬似被災地情報の作成
ライフライン被害・避難者数

被災者の行動（例：チャットボット送信）

実災害における被災地情報との同化
避難者数の推定・要配慮者数の推定・避難所の状況推定など

重要

訓練のために被害想定を作る必要がない
実災害のような災害情報がシミュレートされる
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能登半島地震での使用

SIP防災：課題1「避難・緊急活動支援統合システムの研究開発」 15
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D24H 令和6年能登半島地震

16

集められた避難所の情報
→地図・一覧・グラフ表示→本部把握
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D24H 令和6年能登半島地震

17

二次避難所のアセスメント
避難所の栄養調査にも素早く対応

調査項目をその場で決めて収集対応
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保健医療福祉側からのお願い

⚫健康危機管理の視点から

◼ 避難所の状況把握はD24Hを活用する（厚生労働省）

◼ ラピッドアセスメントシートの項目を活用して急性期の健康危機管理対応を検討したい

◼ 本音）健康危機管理の支援チームが行く前に避難所の概況がわかっていれば・・・

◼ 危機管理側でも取得してくれると嬉しい

⚫危機管理の視点での避難所システムがあるのも理解しています
◼ 避難所収集項目の見直しがある場合は、ぜひ「ラピッドアセスメントシート」の項目を参考に

◼ ラピッドアセスメントシートは全国共通、危機管理の避難所把握は都道府県や市区町村でバラバラ

⚫迅速な避難所支援のために
◼ 人数の把握、物資の支援状況の把握も大事ですが、
その後に避難者の健康危機管理活動があります。

◼ 連携を意識していただけると、避難所で何度も調査する手間が消えてきます・・・

SIP防災：課題1「避難・緊急活動支援統合システムの研究開発」 18

10年以上、避難所の情報システムを構築してきた経験より
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ご静聴ありがとうございました

訓練や研修、講演などのご相談は

m-ichi@shibaura-it.ac.jpまでご連絡ください

SIP防災：課題1「避難・緊急活動支援統合システムの研究開発」 19
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